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【項目】

＜１＞近海郵船運航航路のご紹介

＜２＞ＲＯＲＯ船とは？

＜３＞ＲＯＲＯ船航路の一例（①敦賀/博多、②東京/大阪）

＜４＞海上輸送ご利用へ～お手伝い出来ること

＜５＞海上輸送をご利用頂いた場合のメリット

＜６＞物流改革として：海上輸送をご利用いただくために・・

＜７＞その先の快適な海上輸送のご利用にむけて
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＜１＞近海郵船 運航航路のご紹介

⑤仙台／京浜

• 鈴与海運殿に拠る運航

• 船団の内、弊社コンテナ船１隻

ＲＯＲＯ船定期航路

①常陸那珂／苫小牧

 RORO船２隻： 週６便

川崎近海汽船殿と提携：週12便

②敦賀／苫小牧

 RORO船３隻：週６便

③敦賀／博多

 RORO船２隻：週５便

④東京／大阪／那覇

 RORO船１隻：週１便

琉球海運殿と提携：週３便

東京⇔大阪間も利用可能

内航Feeder ｺﾝﾃﾅ船

●

敦賀／博多
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＜２＞ＲＯＲＯ船とは？

車両を自走で船内に入れ⇒自走で船外に出す
ＲＯＬＬ-ＯＮ／ＲＯＬＬ-ＯＦＦの略＝「ＲＯＲＯ」

⇒トラック、トレーラー、重機建機、乗用車など
殆どの自走車種が積載可能。
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＜３＞RORO船航路の一例①（敦賀⇔博多）

＜博多港～集配エリア＞
九州一円と山口県西部
福岡・熊本を中心とした

集配に便利。
（EX：鳥栖→40分）

＜敦賀～集配エリア＞
中京・関西・北陸一円

（EX：名古屋市内→1時間半~2時間圏内）
このエリアと九州間の輸送は中１日「なのつ」

「とかち」

EX：名古屋市役所⇒鳥栖市役所
全行程陸送距離約780km
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